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(3) 高破壊靭性 (CVN 値)をもっ鋼管について計装化シャルビー試験や同じ試験片に対する静的曲げ試験などによ
る荷重一変位関係について考察を行い、シャルビー衝撃試験によって得られる吸収エネルギーは鋼材の切欠き先
端からの延性き裂発生限界の指標とならないことを示している。次いで、静的曲げ試験における延性き裂発生限
界に基づく吸収エネルギ一指標を提案し、ラプチャー限界内庄が、高強度・高靭性のラインパイプに適用できる
限界評価手法となり得る結論を得ている。
以上のように、本論文では、都市部におけるガスパイプラインの破壊安全性評価に不可欠なラプチャー限界内圧の
評価手法を、将来的に広く用いられることが予想される高グレード・高靭性ラインパイプに対しても適用可能な形式
として提案するなど、安心・安全な社会基盤形成のためにも有用な成果を与えている。その成果は、高性能材料開発
や破壊安全性評価などを通じて生産科学の発展に寄与するところが大である。
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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